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KTバランスチャート⑫食物形態の評価基準と各嚥下食分類について

【表作成の目的】

食形態及び嚥下調整食分類を見える化することにより、食支援に関わる専門職が

食形態の情報を的確に共有することができる。

また、本人及び家族に対し、現在の食形態の説明がしやすくなる。

【表の特徴と見方】

○日本摂食・嚥下リハビリテーション学会で作成した「日本摂食・嚥下リハビリテー

ション学会嚥下調整食分類２０１３」が広く基準として使用されることから、学会

分類２０１３を共通言語とした。

○KTバランスチャートの評価基準 ⑫食物形態を学会分類２０１３に合せて見えるよ

うにした。

○食品購入時の参考となるようにスマイルケア食（農林水産省で作成した嚥下困難者

用食品の新分類）及びユニバーサルデザインフード（日本介護食品協議会が制定し

た規格に適合する食品）を 学会分類２０１３に合せて掲載した。

○主食の写真については、発達期摂食嚥下障害児（者）のための嚥下調整食分類

２０１８より引用した。詳細は日本摂食嚥下リハ学会ホームページをご参照ください。


